
講　師　紹　介

開　催　趣　旨

　『平家物語』は琵琶法師によって平曲で語られただけでなく、多様な芸能の素材としても広く受け入れ
られてきました。特に、能、狂言、浄瑠璃、歌舞伎といった伝統芸能において、『平家物語』は繰り返し取り
上げられるなど、現代に至るまで日本文化の中に息づいています。
　本シンポジウム「『平家物語』の芸能と佐渡―うたいもの・かたりものの世界―」では、『平家物語』が持
つ芸能としての側面と、その芸能が佐渡という文化空間にどのように根付いているのかを探究します。研
究者や平家琵琶の実演家による講演やディスカッションを通して、『平家物語』の芸能としての魅力やそ
の地域的な展開について多角的に議論します。
　『平家物語』が日本文化に与えた影響とその継承の在り方を再評価し、新たな視点を提供することを目
指す本シンポジウムに、多くの方々のご参加を心よりお待ち申し上げます。
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